
産地が品質を保証するための仕組みを構
築する新たな地域ブランド制度「地理的
表示保護制度」が施行されて３年目、今
や全国で 38 産品が登録されている。６
次産業化が点から発生する取組みである
とすれば、地理的表示保護制度は面とし
ての取組みであり、期待される役割は大
きい。他方、品質を保証するためのルー
ルづくりや合意形成など産地の努力も必
要とされる。制度を選択した産地の決断
と実際を追った。
� （監修／㈱結アソシエイト・松田恭子）

十勝川西長いも

あおもりカシス

すんき

三輪素麺

くろさき茶豆

特 集
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特 

集
　
地
理
的
表
示
保
護
制
度
と
い
う
選
択

地
理
的
表
示
保
護
制
度
と
は
何
か
？　

６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
地
理
的
表
示

保
護
制
度
活
用
支
援
窓
口
の
統
括
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
一
人
と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
民
間
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
か

ら
、
制
度
の
特
徴
と
活
用
に
つ
い
て
考
察

す
る
（
支
援
窓
口
で
あ
る
Ｇ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
の
公
式
見
解
で
は
な
い
）。

１�

地
理
的
表
示
保
護
制
度
の�

特
徴

基
本
① �

地
名
＋
産
品
名
を
地
域
の
共
有
財

産
と
し
て
保
護
す
る
制
度
で
あ
る

地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
…
…Geographical 

Indication

）
と
は
、
地
名
と
産
品
名
が

組
み
合
わ
さ
っ
た
農
水
産
物
・
食
品
の
名

称
で
、
そ
の
名
称
を
聞
け
ば
特
性
や
産
地

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を

指
す
。
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
制

度
）
と
は
、
そ
の
名
称
を
地
域
共
有
の
財

産
と
し
て
保
護
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

だ
。
世
界
１
０
０
カ
国
を
超
え
る
国
で
導

入
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｉ
制
度
は
、
日
本
で
は

平
成
26
年
に
法
律
が
成
立
し
、
平
成
27
年

６
月
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
、
現
在
38
産

品
が
国
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

基
本
② �

ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
の
品
質

保
証
の
仕
組
み
を
持
っ
て
い
る

地
理
的
表
示
保
護
制
度
が
従
来
の
他
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
制
度
と
大
き
く
異
な
る
の

は
、「
品
質
保
証
」
の
仕
組
み
を
持
っ
て

い
る
こ
と
だ
。
生
産
者
団
体
は
、名
称（
地

理
的
表
示
）
が
示
す
生
産
地
の
範
囲
や
品

質
等
の
特
性
を
自
ら
定
義
し
、
そ
の
特
性

に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
生
産
方
法
の
基

準
を
決
め
る
。

登
録
さ
れ
た
後
は
、
基
準
を
満
た
し
た

産
品
だ
け
に
名
称
と
日
本
の
真
正
な
特
産

品
と
し
て
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を
つ
け
て
出
荷
す

る
。
偽
物
が
出
回
っ
た
と
き
に
国
が
取
り

締
ま
る
た
め
、
消
費
者
は
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を

手
掛
か
り
に
す
れ
ば
偽
物
を
つ
か
ま
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
生
産
者
団
体
が
保
証
す

る
「
良
い
商
品
」
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
ブ
ラ

ン
ド
の
信
用
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ

る
た
め
、
産
品
が
一
定
期
間
（
概
ね
25
年

以
上
）
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
名
称
が

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
申
請
の

基
本
的
な
要
件
と
な
る
。

基
本
③ 

産
品
の
特
性
を
自
ら
定
義
す
る

そ
の
た
め
に
、
申
請
団
体
は
ま
ず
、
産

品
の
特
性
を
自
ら
定
義
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
。「
特
性
」
を
説
明
す
る
こ
と
は
、

Ｇ
Ｉ
制
度
に
限
ら
ず
、
生
産
者
や
産
地

が
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
だ
。「
食
べ
て
み

れ
ば
わ
か
る
」「
そ
の
年
に
よ
っ
て
違
う

か
ら
説
明
で
き
な
い
」「
他
所
と
そ
ん
な

に
違
わ
な
い
」
と
い
う
説
明
で
は
、
Ｇ
Ｉ

制
度
に
限
ら
ず
日
頃
の
商
談
で
も
通
じ
な

い
。そ

れ
で
は
、
特
性
を
ど
の
よ
う
に
定
義

す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
？　

特
性
に
は
、
味

や
食
感
、
栄
養
成
分
、
機
能
性
…
と
い
っ

た
品
質
と
、
受
賞
歴
や
シ
ェ
ア
の
よ
う
な

社
会
的
評
価
も
含
ま
れ
る
。「
糖
度
〇
度
」

「
〇
〇
成
分
〇
％
以
上
」
等
、
必
ず
し
も

数
値
で
示
さ
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
あ
る

程
度
客
観
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
消

費
者
や
顧
客
か
ら
受
け
て
い
る
評
価
を
類

似
の
商
品
と
比
較
し
て
整
理
す
る
こ
と

で
、
自
ら
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
。
こ
れ

は
、
Ｇ
Ｉ
制
度
に
限
ら
ず
、
他
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
で
も
同
じ
こ
と
だ
。

基
本
④ �

特
性
に
影
響
を
与
え
て
い
る
産

地
の
条
件
は
何
か
を
整
理
す
る

地
理
的
表
示
の
基
本
は
「
特
性
が
産
地

と
結
び
つ
い
て
い
る
」と
い
う
考
え
方
だ
。

申
請
団
体
は
、
そ
の
結
び
つ
き
を
整
理
し

た
う
え
で
、
特
性
に
影
響
を
与
え
て
い
る

条
件
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
産

品
の
特
性
が
消
費
者
に「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」

と
し
て
提
供
す
る
価
値
と
す
れ
ば
、
産
地

の
条
件
と
は
、
寒
暖
差
・
土
壌
・
水
温
と

い
っ
た
自
然
条
件
や
産
地
独
自
の
伝
統
製

法
、
ま
た
産
地
が
選
択
し
て
き
た
品
種
や

生
産
方
法
の
組
合
せ
と
い
っ
た
「
イ
ン

プ
ッ
ト
」
と
理
解
で
き
る
。

基
本
⑤ �

特
性
と
産
地
の
条
件
を
決
め
る
こ
と

が
ブ
ラ
ン
ド
の
戦
略
を
左
右
す
る

③
④
で
特
性
や
産
地
と
の
結
び
つ
き
を

定
義
す
る
と
、
そ
れ
は
申
請
団
体
が
外
部

に
宣
言
す
る
「
約
束
」
と
な
り
、
守
る
べ

き
基
準
と
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
他
の
産
品
と
差
別
化
す
る
た
め
に
は

高
い
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
も
重
要
だ

松田 恭子
日本能率協会総合研究所で
10年間公共系の地域計画コ
ンサルタントとして勤務。そ
の後、東京農業大学国際食
糧情報学科助手を経て農業
コンサルタントとして独立。
実需者と生産者の連携の仕
組みづくりや産地ブランド戦
略を支援している。日本政策
金融公庫農業経営上級アド
バイザー試験合格者。㈱結
アソシエイト代表取締役。

地
理
的
表
示
保
護
制
度

　
　
　
　
　

   

と
は
何
か
？

早わかり
解 説

松
田 

恭
子
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▶早わかり解説

が
、
基
準
に
満
た
な
い
も
の
は
名
称
を
付

け
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
自
ら
の
首
を
絞

め
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
か
と
い
っ
て
、

緩
い
基
準
を
作
れ
ば
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

訴
求
力
が
な
く
な
る
。
ど
の
よ
う
な
基
準

を
設
け
る
か
産
地
が
戦
略
的
に
考
え
る
こ

と
が
必
要
だ
。

２��

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る�

産
品
の
特
徴

16
ペ
ー
ジ
以
降
に
、
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
産
品
の
一
覧
を
整
理
し
た
。「
地
域

と
の
結
び
つ
き
」
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

結
び
つ
き
は
【
品
種
】【
生
産
方
法
】【
規

格
】【
歴
史
】【
自
然
】
の
ど
の
要
素
が
強

い
か
と
い
う
点
か
ら
区
分
を
試
み
た
。

【
独
自
品
種
】
区
分
は
、
独
自
品
種
を
地

域
で
厳
格
に
守
っ
て
い
る
。13
の
産
品
で
、

伝
統
野
菜
な
ど
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

在
来
品
種
や
、
地
域
で
選
抜
・
育
成
さ
れ

た
品
種
を
こ
の
地
域
で
し
か
栽
培
で
き
な

い
よ
う
厳
し
く
管
理
し
て
い
る
。
そ
の
品

種
の
特
徴
が
現
れ
る
よ
う
生
産
の
方
法
を

定
め
た
り
規
格
を
設
け
た
り
し
て
い
る
産

地
も
あ
る
。

【
自
然
条
件
】
区
分
は
、
自
然
の
特
徴
を

活
か
し
特
徴
の
あ
る
生
産
を
行
っ
て
い

る
。
５
つ
の
産
品
で
、
産
地
の
地
形
・
土

壌
・
水
質
・
水
温
等
の
自
然
条
件
を
活
か

す
こ
と
に
よ
り
、
他
地
域
の
同
じ
産
品
に

比
べ
独
自
性
の
高
い
差
別
化
さ
れ
た
特
徴

を
引
き
出
し
て
い
る
。
水
産
品
で
は
加
え

て
鮮
度
保
持
技
術
を
組
合
せ
て
産
地
に
対

す
る
認
知
度
や
高
評
価
を
得
て
い
る
。

【
歴
史
文
化
】
区
分
は
、
地
域
の
文
化
や

産
業
奨
励
策
に
よ
り
産
品
が
育
ま
れ
て
き

た
。
そ
の
土
地
の
文
化
や
地
方
行
政
の
地

場
産
業
奨
励
策
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
産
品

は
、
古
く
か
ら
生
産
地
に
伝
統
的
に
伝
わ

る
独
自
の
製
法
や
特
性
を
守
る
こ
と
に
よ

り
産
品
の
特
性
や
社
会
的
評
価
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

【
上
位
規
格
】
を
前
面
に
出
す
産
品
は
少

な
い
。
市
場
流
通
向
け
の
標
準
的
な
規
格

を
上
回
る
選
別
基
準
を
明
確
に
掲
げ
て
い

る
の
は
７
産
品（
牛
肉
を
除
く
と
５
産
品
）

と
少
な
い
。
や
は
り
、
品
質
の
バ
ラ
つ
き

の
多
い
農
産
物
に
お
い
て
、
厳
し
い
基
準

を
自
ら
設
定
す
る
こ
と
は
下
位
規
格
を
同

じ
名
称
で
出
荷
し
な
い
こ
と
に
な
る
た
め

合
意
が
難
し
い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
市
田
柿
、
く
ろ
さ
き
茶
豆
、
東
根

さ
く
ら
ん
ぼ
は
厳
し
い
規
格
を
設
定
し
て

い
る
意
欲
的
な
事
例
だ
。

【
生
産
方
法
】
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
一

般
的
な
品
種
で
も
差
別
化
し
て
い
る
産
品

が
あ
る
。
独
自
品
種
や
産
地
の
み
に
伝
わ

る
伝
統
製
法
に
区
分
さ
れ
ず
、
生
産
方
法

に
こ
だ
わ
っ
た
産
品
と
し
て
、
八
女
伝
統

本
玉
露
、
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
、
三
島
馬
鈴

薯
、
西
尾
の
抹
茶
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
産
品
も
生
産
方
法
を

歴
史
的
に
継
承
し
て
い
る
が
、
他
の
産
地

自然的要因

等

地理的表示保護制度では、産品の特性と生産地との結びつきが重視される

特定農林水産物等審査要領等を
もとに、筆者作成

以下のような視点から、差別化された特徴を考える
・物理的な要素（形状、外観、重量、密度等）
・化学的な要素（酸味、糖度、脂肪分、pＨ等）
・微生物学的な要素（酵母、細菌の有無等）
・官能的な要素（食味、色、香り、食感等）

・市場価格、流通からの評価
・シェア、生産地間での位置
・受賞歴

産品の特性 生産地の特性

品　質

社会的評価

産地に由来する
生産方法
（伝統製法）

地域伝統の
文化・行事等

人
的
要
因

・品種、育種選抜方法
・栽培条件、収穫条件
・肥育方法
・加工方法
・出荷方法

・地形
・土壌
・気候
・降水量
・緯度

「産地の特性と結びつく特徴的な生産方法」については、
生産者団体が基準を設けて管理することが必要となる

結びつきのタイプ
・自然的条件タイプ
・伝統製法タイプ
・生産方法組合せタイプ

生産地ならではの地形、土壌、気候、降水量、緯度等
生産地に伝統的に伝わる製法
独自の【品種】×【生産方法】×【規格による選別基準】

消費者に提供する
アウトプット（価値）

特性に影響を与える
インプット（条件）
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特 

集
　
地
理
的
表
示
保
護
制
度
と
い
う
選
択

で
見
ら
れ
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
だ
わ
っ
た
生
産
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
他
地
域
の
産
品
と
差
別
化
を

図
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
自
分
達
の

産
品
が
受
け
て
い
る
評
価
を
再
認
識
し
た

う
え
で
、
そ
れ
が
品
種
・
生
産
方
法
・
規

格
の
選
別
基
準
等
の
ど
こ
に
由
来
す
る
も

の
か
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
地
が

継
承
す
べ
き
価
値
や
ス
ト
ー
リ
ー
が
見
え

て
く
る
。
一
連
の
検
討
は
、
モ
ノ
や
情
報

が
溢
れ
て
い
る
な
か
、
同
じ
モ
ノ
で
あ
っ

て
も
何
故
こ
の
産
地
が
良
い
の
か
と
い
う

強
み
を
整
理
す
る
良
い
機
会
と
な
る
。

登
録
さ
れ
た
産
品
は
、
種
苗
の
使
用
、

土
地
利
用
の
範
囲
、
規
格
や
生
産
方
法
等

に
つ
い
て
、自
ら
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
。

歴
史
が
あ
る
産
品
ほ
ど
、
発
展
の
な
か

で
基
準
や
生
産
方
法
は
多
様
化
す
る
が
、

ル
ー
ル
に
つ
い
て
合
意
形
成
を
図
っ
て
い

る
。
20
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
登
録
申
請
者
団

体
が
い
か
に
し
て
Ｇ
Ｉ
申
請
に
取
り
組
ん

だ
か
に
つ
い
て
統
轄
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
民

間
個
人
の
立
場
か
ら
解
説
す
る
。

３�

地
理
的
表
示
保
護
制
度
の�

位
置
づ
け

Ｇ
Ｉ
制
度
は
伝
統
的
な
産
品
の
名
称
を

知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る
も
の
だ
が
、

日
本
で
は
輸
出
促
進
策
と
し
て
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
平

成
28
年
11
月
に
決
定
さ
れ
た
農
業
競
争
力

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
輸
出
拡
大
を
更
に
促

進
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
取
組
み
と
し
て

「
日
本
産
品
の
品
質
や
特
色
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
な
げ
る
た
め
、
国
際
標
準
化
を
見
据

え
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
、
日
本
発
の
食
品
安
全

管
理
規
格
等
の
充
実
・
普
及
、
地
理
的
表

示
、
品
種
登
録
の
活
用
や
こ
れ
ら
を
含
む

知
的
財
産
の
保
護
を
図
る
」
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

７
月
11
日
、
農
林
水
産
省
は
日
本
と
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
の
大
枠
合
意
に
基
づ
き
、
関
税
撤

廃
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｉ
制
度
に
つ
い
て
も
相
互

で
保
護
す
る
品
目
を
決
定
し
た
。
相
互
保

護
の
対
象
と
し
て
発
表
さ
れ
た
品
目
は
、

38
の
登
録
産
品
の
う
ち
、
生
産
量
が
少
な

い
た
め
輸
出
に
当
面
向
か
な
い
品
目
を
除

く
８
品
目
に
新
た
な
品
目
が
加
え
ら
れ
た
。

相
互
保
護
の
対
象
に
な
る
と
、
相
手
国
内

産
品
と
同
様
の
審
査
手
続
き
を
行
い
Ｅ
Ｐ

Ａ
発
効
後
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ｅ
Ｕ
側
の
リ
ス
ト
に
は
、
チ
ー
ズ
、
ハ

ム
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
バ
ル
サ
ミ
コ
酢

な
ど
農
産
物
で
は
71
品
目
が
含
ま
れ
る
。

相
互
保
護
が
始
ま
る
と
、
日
本
産
の
「
パ

ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
」
は
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｇ

Ｉ
産
品
の
「
偽
物
」
と
な
る
た
め
名
称
が

使
え
な
く
な
る
。
同
様
に
、
日
本
の
産
品

の
名
称
も
Ｅ
Ｕ
で
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
知
的
財
産
を
活
用
し
て
日
本
の
良
い

モ
ノ
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
時
が
や
っ

て
き
た
。

現在登録されているGI産品一覧（1）

主要名称 所在府県 登録
申請者団体 地域との結びつき

独
自
品
種

生
産
方
法

上
位
規
格

歴
史
文
化

自
然
条
件

1 あおもりカシス 青森県
あおもり
カシスの会

昭和40年に弘前大学教授がドイツで、青森の気候に適する
であろうと苗木提供の申し出を受けて導入。品種改良せず、
当時の品種のまま地域で守り育ててきた。

〇 〇

2 但馬牛 兵庫県
神戸肉流通推進
協議会

素牛である但馬牛は、約1200年も昔から兵庫県北部の但馬
地方の山あいで農耕に用いられた役牛が由来。明治期に肉
牛として遺伝的に良質な血統であることが認識された。兵
庫県の県有種雄牛のみを歴代に亘り交配し、長い歳月をか
け改良が重ねられた種雄牛と同じく県内の但馬牛を交配し
た良質な肉質の肉用牛。

〇

3 神戸ビーフ 兵庫県
神戸肉流通推進
協議会

素牛である但馬牛は、約1200年も昔から兵庫県北部の但馬
地方の山あいで農耕に用いられた役牛が由来。明治期に肉
牛として遺伝的に良質な血統であることが認識された。兵
庫県の県有種雄牛のみを歴代に亘り交配し、長い歳月をか
け改良が重ねられた種雄牛と同じく県内の但馬牛を交配し
た良質な肉質の肉用牛。

〇

4 夕張メロン 北海道 夕張市農業協同組合

山や丘陵に囲まれて昼夜の気温差が大きく、また、降水量
が少ない上、火山灰土壌で水はけがよいという地理的特徴
から、優れた品種特性が発揮される。さらに、栽培技術の
蓄積による細やかな栽培管理により、この地域でないと「夕
張メロン」を栽培することはできない。

〇
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▶早わかり解説

現在登録されているGI産品一覧（2）

主要名称 所在府県 登録
申請者団体 地域との結びつき

独
自
品
種

生
産
方
法

上
位
規
格

歴
史
文
化

自
然
条
件

5 八女伝統本玉露 福岡県
八女伝統本玉露推進
協議会

立地条件がもたらす朝夕の気温差が朝霧の発生を促し、う
ま味成分が多く蓄えられるため、高品質な茶が生産される。
稲わら等の天然資材による棚被覆（間接被覆）や自然仕立て、
手摘み作業といった生産方法を110年以上守り受け継いで
いる。

〇

6 江戸崎かぼちゃ 茨城県 稲敷農業協同組合

土壌は火山灰層（関東ローム層）であり排水性が高く、年
間を通して適度な降水があるため過湿に弱いカボチャの生
産適地。約50年にわたる生産の歴史の中で培われた栽培方
法と全ての圃場に対する厳格な検査体制を継承し続け、完
熟収穫を徹底。

〇

7 鹿児島の壺造り
黒酢

鹿児島県
鹿児島県
天然つぼづくり米酢
協議会

1800年代初期には生産が開始された伝統的製法による黒酢
の発祥の地。一年を通じて温暖で寒暖の差が小さく、また、
薩摩焼の壺が身近に得られる土地柄は黒酢造りに最適の地
である。

〇 〇

8 くまもと県産
い草

熊本県
八代地域・熊本宇城・
球磨地域各農業
協同組合

熊本県優良指定品種（ひのみどり、夕凪、ひのはるか）は
生産地の生産者に栽培が限られている。泥染め行程はいぐ
さ栽培の歴史に合わせて効率的な製法技術として確立。

〇 〇

9 くまもと県産
い草畳表

熊本県
八代地域・熊本宇城・
球磨地域各農業
協同組合

いぐさ栽培の歴史に合わせて栽培から加工・製織までの行
程を一貫して行う畳表生産が地場産業として定着し、1970
年には日本一の産地に成長。

〇

10 伊予生糸 愛媛県
愛媛県西予市蚕糸
振興協議会

生の状態で冷蔵保存した繭を原料とする生繰り法により、
テンション（張力）を抑えつつ低速で、かつ、多数の繭か
ら繰糸する多条繰糸機を用いて生産する貴重な産地。

〇 〇

11 鳥取砂丘
らっきょう

鳥取県
鳥取いなば農業協同
組合

鳥取砂丘に隣接した砂丘畑は、地力が低いことと、風が強
く空っ風であり、砂質の環境（70mもの砂の層）であるが
ゆえに無駄な水分や栄養素等がないため、らっきょうの栽
培に適していた。

〇 〇

12 三輪素麺 奈良県

奈良県三輪素麺工業
協同組合、
奈良県三輪素麺販売
協議会

手延べ素麺発祥の地とされている、毎年2月5日、全国の手
延べ素麺産地の関係者が一同に会し、大神（おおみわ）神
社で「卜定祭（ぼくじょうさい）」が営まれている。昭和40
年代以降、家内工業として広く受け入れられ県下全域に広
がった。

〇 〇

13 市田柿 長野県
みなみ信州農業協同
組合

原料の市田柿は下伊那郡高森町が発祥の地である。この地
域は昼夜の寒暖差が大きいため、高糖度の原料柿ができる
こと、晩秋から初冬にかけて川霧が発生し干柿の生産に絶
好の温度と湿度が整う地域であることから、高品質の干し
柿が産出できる。干し柿の生産シーズンに各生産農家にか
けられる柿のれんは当地の風物詩となっている。

〇 〇 〇

14 吉川ナス 福井県
鯖江市伝統野菜等
栽培研究会

吉川ナスは、鯖江市の旧吉川村一帯で栽培されていたナス
であり、現在まで品種改良されることなく継承されてきた。

〇

15 谷田部ねぎ 福井県 谷田部ねぎ生産組合
生産地は砂地で排水が良く、ねぎ栽培に適している。当地
で栽培されてきた在来品種を用い、斜めに植え替える栽培
方法はこの地の伝統的な栽培方法である。

〇 〇

16 山内かぶら 福井県
山内かぶらちゃんの
会

「山内かぶら」は古くから若狭町山内で栽培されてきた在来
品種。種子の採取を一括管理することにより他のカブとの
交配を避け、特徴を継承し続けている。

〇

17 加賀丸いも 石川県
南加賀地区丸いも
生産協議会

昭和9年の手取川の洪水によって川砂が流入した田んぼでい
もを栽培すると、形の丸いいもが多く採れるようになった。
川砂と田んぼの土の混ざり具合が、大きくて丸みをもった
いもの栽培に適した土壌となっている。

〇 〇
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現在登録されているGI産品一覧（3）
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主要名称 所在府県 登録
申請者団体 地域との結びつき

独
自
品
種

生
産
方
法

上
位
規
格

歴
史
文
化

自
然
条
件

18 三島馬鈴薯 静岡県
三島函南農業協同
組合

箱根西麓の南向き斜面で通気性、保水性に優れ、じゃがい
もの生産に適した土壌及び自然条件。傾斜地で大型収穫機
等の使用ができないことで、手掘りによる肌目のきれいな
じゃがいもを生産している。

〇

19 下関ふく 山口県
下関唐戸魚市場
仲卸協同組合

山口県出身の伊藤博文によるふぐ食公許以来の伝統。仲卸業
者の目利きとふぐ処理の技術の高さは、とらふぐの集積地と
しての長い歴史の中で連綿として培われたものである。

〇 〇

20 能登志賀ころ柿 石川県 志賀農業協同組合
原料柿の最勝柿は、明治時代、当地において優れた系統を
選抜したもの。能登地域の気候は、糖度の高い原料柿の生
産や収穫後の干柿加工に適している。

〇

21 十勝川西長いも 北海道
十勝川西長いも運営
協議会

長いも栽培に適した厚い腐植層を持つ黒ボク土。1971年に
導入した優良種子を隔離栽培し、優良無病の選抜・育種を
繰り返し厳格に管理することで、特性を守り続けている。

〇

22 くにさき
七島藺表

大分県
くにさき七島藺
振興会

原料である七島藺は約350年前から栽培を開始。府内藩、
日出藩、杵築藩などで栽培が奨励され、昭和中期頃まで当
地の重要な産業だった。現在は生産者や当地の県内畳店、
七島藺問屋、行政、県内外からの移住者を含めた地域住民
などで「くにさき七島藺振興会」を立ち上げ、担い手の育
成や支援を実施し七島藺の文化を守り育てている。

〇

23 十三湖産大和
しじみ

青森県 十三漁業協同組合

十三湖は、遅くとも明治時代からしじみ漁が始まった歴史
を有する全国有数のしじみ漁場。漁業者による操業制限等
の継続的な取組により品質の高いしじみの持続可能な生産
を実現。

〇 〇

24 連島ごぼう 岡山県
倉敷かさや農業協同
組合

高梁川の砂の堆積を利用し、他産地にはない砂地土壌で栽
培している。伏流水が豊富にあり、灌水不足にならない立地。
中国・四国地方では最大の洗いごぼうの産地。

〇

25 特産松阪牛 三重県 松阪牛連絡協議会

古くから日本全国からの旅行者の往来が多く、交易が盛ん
であるなか、長期肥育による肉質の探求にいち早く特化。
技術継承のための取組を継続することで、長期肥育に対応
できる肥育方法を確立。

〇 〇

26 米沢牛 山形県
米沢牛銘柄推進
協議会

明治初期、藩校に招へいされた英国人が横浜居留地に持ち
帰った牛肉が評判となったのが端緒。以来、日本で牛肉食
が一般的でなかった明治初期から牛肉店が開店するなど肉
牛肥育が盛んで、大正期には年間と畜数300超に達する。
昭和53年から、共励会、共進会を開催し、地域全体の肥育
技術の研鑽・向上に取り組む。

〇 〇

27 西尾の抹茶 愛知県 西尾茶協同組合

矢作川と矢作古川に囲まれた三角州に位置する茶園は、地
下水位が低く、根深となるため、茶の旨味成分であるテア
ニンの生成が促される。鎌倉時代から茶産地としての伝承
があり、明治期に茶産地として本格的に発展。隣接する岡
崎市からは茶臼に適した御影石が産出され、石細工の技術
も高く、良質の抹茶につながる茶臼が生産されてきた。

〇

28 前沢牛 岩手県
岩手ふるさと農業
協同組合

雪解け水が豊富で米づくりに適しており、良質で清潔な稲
わらの供給が可能。牛の肥育を始めた昭和40年代は生産技
術が未熟であったが、地域のリーダー育成や飼養管理研修
など、地域が一丸となって生産技術の向上に取り組み続け
た結果、東の横綱「前沢牛」として全国的な知名度を有す
るに至った。

〇

29 くろさき茶豆 新潟県
新潟市黒埼地区
茶豆組合協議会

明治末期に山形県鶴岡の血縁者から取り寄せた茶豆を、黒
埼地区（小平方集落）において長い年月をかけて選抜。栽
培管理が難しい品種であるが、地域一体となって栽培技術
の向上・鮮度保持に取り組み産地化が図られた。

〇 〇 〇
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30 東根さくらんぼ 山形県
果樹王国ひがしね
6次産業化推進
協議会

さくらんぼの最高級品種「佐藤錦」発祥の地。生産者の栽培
技術や品質向上に向けた取組により、高品質のさくらんぼを
広く提供できるようになり、日本一の生産量を誇っている。
東根市をはじめ地域全体のさくらんぼによる町おこしの取組
みが、「東根さくらんぼ」の知名度の向上に繋がっている。

〇 〇

31 みやぎサーモン 宮城県
みやぎ銀ざけ振興
協議会

宮城県のリアス式海岸は、水深が深く波も穏やかで、7月後
半まで海水温が20℃以下と低いことから、ギンザケの養殖
に適している。宮城県は「養殖ギンザケ」発祥の地であり
養殖の開始は昭和51年頃（国内養殖ギンザケ生産量のシェ
ア9割超）。平成8年頃に生餌から人工配合飼料に切り替える
とともに、活け締めによる鮮度保持技術を向上させてきた。

〇 〇

32 大館とんぶり 秋田県
あきた北農業協同
組合

山に囲まれ風が少ないことが、実が落ちやすいホウキギ栽
培に適している。加工処理に必要な豊富な湧き水に恵まれ
ている。江戸時代から「とんぶり」を食す習慣があったと
され、加工に必要なノウハウが伝承。「とんぶり」の語源は「ぶ
りこ（秋田の県魚であるハタハタの卵）」といわれ、秋田を
代表する特産品の一つ。

〇

33 大分かぼす 大分県
大分県カボス
振興協議会

大分県では江戸時代から、かぼすが栽培されており、古く
は薬用として重宝されたと言われている。県による栽培奨
励や昭和54年に大分県知事が提唱した「一村一品運動」に
よる需要開拓等、他産地に類を見ない振興を通じ、全国生
産量の9割以上を占めるとともに、周年出荷体制を構築。県
を代表する産品として認知。

〇

34 すんき 長野県
すんきブランド
推進協議会

標高が高く寒さの厳しい気候・風土が赤蕪栽培に適してい
る。塩が貴重な時代に山深い地で冬季の野菜を保存する必
要があったことから、塩を一切使わない製法が発達。300
年以上続く木曽地域の伝統食。

〇 〇

35 新里ねぎ 栃木県 新里ねぎ生産組合

生産地の土壌（小石混じりの粘性質の高い黒く粗い土壌）
及び気候（南側に山が少なく日照に恵まれ、また冬期の冷
気を受けやすい気候）が成長の促進と甘みの増進に好適。
品種や栽培方法を変えずに、江戸時代末期から100年以上
にわたり継続して栽培。

〇 〇

36 田子の浦しらす 静岡県
田子の浦漁業協同
組合

田子の浦しらすの漁場は、富士山や南アルプスの山々から
の栄養によりプランクトンが豊富な駿河湾の最北部に位置
し、水揚港までの距離も短い。更にしらすを傷付けずに漁
獲できる「しらす一艘船曳網漁」による漁獲や船上での氷
締めの作業等を徹底することで鮮度が良く、形も良いしら
すが水揚げされる。

〇 〇

37 万願寺甘とう 京都府
全国農業協同組合
連合会

舞鶴市万願寺地区で「伏見とうがらし」が自然交雑して誕
生した「万願寺甘とう」の在来種を基に京都府が品種「京
都万願寺2号」を育成。種子の採種など品種の維持について
は、生産地の生産者部会と地元JAによって管理されており、
この地域でしか生産できない。

〇

38 飯沼栗 茨城県
下飯沼栗生産販売
組合

茨城町は、関東ローム層の平坦な台地で保水性、通気性が
良く、台風や雪の被害が少ない安定した気候であるためク
リ栽培に適している。1毬1果の授粉技術は門外不出であり、
クリ洗浄機の開発、冷温貯蔵技術の確立、出荷まで3回の選
別選果を厳格化するなど生産組合が品質管理に取り組んで
きた結果、大きく色つやの良い栗が生産されるようになっ
た。

〇

注）�農林水産省ホームページ掲載情報を抜粋（http://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/）�
ただし、〇による区分は筆者の考察によるもの
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特 

集
　
地
理
的
表
示
保
護
制
度
と
い
う
選
択

1
産
地
の
概
要

（
Ｇ
Ｉ
）
地
理
的
表
示
保
護
制
度
登
録
第

1
号
、『
あ
お
も
り
カ
シ
ス
』
は
本
制
度

に
お
い
て
多
く
の
恩
恵
を
受
け
た
産
品
で

あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。
青
森
市
を
中
心

と
し
た
、
東
青
地
区
を
中
心
に
現
在
、
約

２
０
０
名
の

生
産
者
が
栽

培
を
し
て
い

る
。
実
際
に

出
荷
・
販
売

ま
で
手
掛
け

て
い
る
生
産

者
は
そ
の
内

の
１
４
０
名

程
度
で
、
大

規
模
農
家
は

い
な
い
。
栽
培
面
積
は
全
体
で
８
ha
、
出

荷
量
は
年
間
12
ｔ
程
度
で
あ
る
。
原
料
は

選
別
後
冷
凍
に
し
て
、
販
売
は
『
あ
お
も

り
カ
シ
ス
の
会
』
が
一
括
し
て
実
施
し
て

い
る
（
あ
お
も
り
カ
シ
ス
の
会
は
、
生
産

者
が
中
心
で
作
る
任
意
団
体
で
事
務
局
は

青
森
市
役
所
内
に
あ
る
）。

2
特
性
と
課
題

あ
お
も
り
カ
シ
ス
の
苗
は
、
昭
和
40
年

代
に
ド
イ
ツ
よ
り
導
入
さ
れ
、
株
分
け
を

中
心
に
品
種
を
守
っ
て
来
た
経
緯
が
あ

る
。
そ
の
た
め
原
種
に
近
く
、
現
在
の
一

般
的
な
品
種
に
比
べ
る
と
粒
が
小
さ
い
。

こ
の
た
め
機
械
化
が
難
し
く
、
収
量
の

割
に
手
が
掛
か
り
、
高
単
価
と
な
る
。
ま

た
表
面
の
皮
も
厚
く
、
適
度
な
甘
み
は
あ

る
が
、
酸
味
が
強
く
、
苦
味
も
あ
る
。
そ

の
反
面
、
通
常
の
品
種
よ
り
重
量
当
た
り

の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
量
は
多
く
健
康
面

で
の
訴
求
効
果
は
高
い
。

し
か
し
、
カ
シ
ス
自
体
は
そ
の
ま
ま
食

べ
ら
れ
る
果
樹
で
は
な
く
、
一
部
の
消
費

者
を
除
い
て
、
殆
ど
は
加
工
業
者
や
飲
食

店
等
に
原
料
と
し
て
供
給
さ
れ
、
消
費
者

の
口
に
入
る
時
に
は
、
加
工
さ
れ
て
い
る

た
め
、
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を
目
に
す
る
事
は
殆

ど
な
い
。
加
工
業
者
や
流
通
業
者
等
の
関

係
者
の
知
名
度
は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る

が
、
消
費
者
の
認
知
を
ど
う
上
げ
る
か
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
登
録
後
引
き
合
い
が
増
え
て
い

る
が
、
増
産
は
機
械
化
が
難
し
く
、
既
存

生
産
者
の
栽
培
面
積
を
増
や
す
と
同
時

に
、
新
規
生
産
者
を
増
や
す
事
で
対
応
は

し
て
い
る
が
、
増
産
に
は
時
間
が
必
要
と

な
る
。

3
Ｇ
Ｉ
登
録
後
の
変
化

あ
お
も
り
カ
シ
ス
は
、
Ｇ
Ｉ
登
録
前
は

知
名
度
が
低
く
、
手
間
が
掛
か
る
た
め
、

一
般
的
な
カ
シ
ス
よ
り
、
高
単
価
で
販
売

せ
ざ
る
を
得
ず
、
苦
戦
が
続
い
た
。
カ
シ

ス
の
木
も
成
長
が
進
み
、
１
本
当
た
り
の

収
量
も
増
え
在
庫
が
多
く
な
っ
て
い
た
。

Ｇ
Ｉ
の
制
度
は
法
人
格
を
持
た
な
い
、
任

意
団
体
で
も
登
録
が
可
能
と
い
う
事
で
、

渡
り
に
船
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
で
一
番

課
題
と
な
る
合
意
形
成
は
、
あ
お
も
り
カ

シ
ス
の
会
が
中
心
で
、
会
員
の
中
に
青
森

市
役
所
が
入
っ
て
い
た
事
も
あ
り
、
順
調

に
進
ん
だ
。登
録
１
号
と
い
う
事
も
あ
り
、

注
目
を
集
め
、
瞬
間
的
で
は
あ
る
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
登
録

前
の
10
倍
に
増
え
た
日
も
あ
っ
た
。
現
在

で
は
落
ち
着
い
て
来
て
は
い
る
が
、
登
録

前
の
２
倍
近
い
ま
ま
の
ア
ク
セ
ス
数
を
維

持
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
放
送
の
テ
レ

ビ
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
知
名

度
も
飛
躍
的
に
伸
び
、
問
い
合
わ
せ
も
多

い
が
、
単
価
が
高
い
た
め
、
実
際
の
取
引

に
繋
が
る
事
は
多
く
は
な
い
。
取
組
や
、

品
質
特
性
等
を
理
解
し
た
上
で
取
引
が
始

ま
る
場
合
が
多
く
、
地
元
を
中
心
に
取
引

が
増
加
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
生
産
者
側
に
も
大
き
な
変
化

が
あ
っ
た
。
趣
味
の
延
長
線
上
で
や
っ
て

い
た
生
産
者
が
多
か
っ
た
が
、
Ｇ
Ｉ
の
特

徴
で
あ
る
、
品
質
を
明
文
化
す
る
事
に
よ

り
、
品
質
に
対
し
て
の
意
識
が
高
ま
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
誇
り
を
持
ち
始
め
て
い

る
。
新
規
参
入
も
６
戸
あ
り
、
確
実
に
あ

お
も
り
カ
シ
ス
の
裾
野
は
広
が
っ
て
い
る
。

4
あ
お
も
り
カ
シ
ス
の
未
来

あ
お
も
り
カ
シ
ス
は
、
他
の
登
録
産
品

と
考
え
方
が
違
う
部
分
が
大
き
い
、
収
益

性
も
大
切
な
要
素
で
は
あ
る
が
、
地
域
の

品
種
を
守
り

市
民
参
加
型
の
栽
培
を
確
立
し
た

あ
お
も
り
カ
シ
ス
の
可
能
性

鈴
木
勝
美
　
岩
手
志
援
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
。食
・

農
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
地
域

の
自
立
を
第
一
に
考
え
、
や
り
方
で
は
な
く
、
在
り

方
を
大
切
に
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
中
。

あおもり
カシス
青森県
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▶事 例

活
性
化
を
考
え
た
社
会
性
の
高
い
生
産
物

で
も
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
の
理
念
の
１
つ
、『
地

域
の
共
有
財
産
』
を
大
切
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
客
様
の
手
元
に
届
く
場
合
、
生

産
物
と
い
う
よ
り
は
、
加
工
品
で
届
く
場

合
が
多
く
、
地
元
を
中
心
と
し
た
、
加
工

業
者
等
の
協
力
も
不
可
欠
と
な
る
。

品
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
県
と
連
携

し
て
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
来
た

経
緯
も
あ
り
、『
あ
お
も
り
カ
シ
ス
マ
イ

ス
タ
ー
』
制
度
を
作
り
、
生
産
者
が
生
産

者
を
教
え
る
環
境
を
整
備
し
て
来
た
。
生

産
者
・
加
工
業
者
・
行
政
、
そ
し
て
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
、
あ
お
も
り

カ
シ
ス
は
、
こ
ら
か
ら
の
農
業
の
１
つ
の

在
り
方
を
示
し
て
い
る
。

関
わ
る
人
た
ち
が
、
お
互
い
の
立
場
で

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
産
地
を
盛
り
上
げ

る
。
古
く
て
新
し
い
あ
お
も
り
カ
シ
ス
の

未
来
に
期
待
し
た
い
。

1�

信
州
・
木
曽
谷
の
名
物
「
す
ん
き
」

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」
―

島
崎
藤
村
が
代
表
作
「
夜
明
け
前
」
の
冒

頭
に
こ
う
書
い
た
よ
う
に
、
深
い
山
々
に

囲
ま
れ
た
長
野
県
木
曽
地
域
。
こ
こ
で
、

「
す
ん
き
」
と
呼
ば
れ
る
伝
統
食
が
営
々

と
食
べ
継
が
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
も
珍

し
い
「
無
塩
漬
物
」。
平
成
29
年
５
月
に

Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
。

「
御
嶽
山
が
望
め
る
地
域
で
作
ら
れ
る
」

と
の
言
い
伝
え
通
り
、長
野
県
木
曽
郡（
平

成
大
合
併
で
近
接
す
る
塩
尻
市
と
合
併
し

た
旧
木
曽
郡
楢
川
村
も
含
む
）
が
そ
の
産

地
。
原
材
料
は
、
ほ
ぼ
全
量
、
木
曽
地
域

で
栽
培
さ
れ
る
開
田
蕪
・
王
滝
蕪
・
三
岳

黒
瀬
蕪
・
細
島
蕪
・
芦
島
蕪
・
吉
野
蕪
の

６
種
類
の
「
木
曽
の
赤
蕪
」。
茎
葉
の
部

分
を
「
す
ん
き
」
に
、
蕪
の
部
分
を
「
赤

蕪
漬
け
」
に
利
用
す
る
た
め
に
、
地
域
で

タ
ネ
を
守
り
、
育
て
続
け
ら
れ
て
き
た
伝

統
野
菜
だ
。

2�
世
界
的
に
も
稀
有
な 

「
無
塩
漬
物
」

「
す
ん
き
」
の
最
大
の
特
性
は
塩
を
一
切

使
わ
ず
、
乳
酸
菌
に
よ
る
発
酵
作
用
で
作

る
こ
と
。「
無
塩
乳
酸
発
酵
食
品
」
だ
。

国
内
で
は
、新
潟
県
の「
い
ぜ
こ
み
菜
」、

福
井
県
の
「
す
な
な
漬
け
」（
い
ず
れ
も

大
根
が
原
料
）
な
ど
が
あ
る
が
、
生
産
量

は
極
め
て
少
な
い
。
海
外
で
も
、
中
国
の

「
酢
菜
」（
原
料
は
白
菜
）
や
ネ
パ
ー
ル
の

「
グ
ン
ド
ル
ッ
ク
」（
同
カ
ラ
シ
菜
）
等
が

散
見
さ
れ
る
程
度
。

こ
れ
に
対
し
て
「
す
ん
き
」
は
、
平
成

27
年
度
現
在
、
掌
握
で
き
る
限
り
で
18
団

体
・
個
人
が
製
造
販
売
を
し
て
お
り
、
そ

の
量
は
推
定
で
33
ｔ
。
も
ち
ろ
ん
家
庭
で

も
自
家
消
費
用
に
作
ら
れ
て
お
り
、
地
域

で「
す
ん
き
祭
り
」や「
す
ん
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
な
ど
も
開
催
さ
れ
る
「
生
き
た
地
域

の
伝
統
食
」
な
の
で
あ
る
。

乳
酸
菌
発
酵
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
多
種
類

の
乳
酸
菌
が
多
様
な
役
割
を
演
ず
る

「
並
行
複
合
発
酵
」
と
呼
ば
れ
、
仕
上

が
っ
た
「
す
ん
き
」
は
、
生
産
者
ご

と
に
、
ま
た
漬
け
る
た
び
に
、
乳
酸

と
酢
酸
の
バ
ラ
ン
ス
や
コ
ハ
ク
酸
の

含
有
量
が
微
妙
に
変
化
し
、
味
も
香

り
も
個
性
の
あ
る
も
の
に
な
る
。

近
年
で
は
、「
す
ん
き
」
乳
酸
菌
の

機
能
性
に
注
目
す
る
研
究
機
関
や
食

品
業
者
な
ど
も
増
え
て
き
て
い
る
。

3�

Ｇ
Ｉ
登
録
で
目
指
し
た
も
の

申
請
団
体
は
、
Ｇ
Ｉ
申
請
の
た
め

に
生
産
者
団
体
・
行
政
で
新
た
に
組

織
さ
れ
た
「
す
ん
き
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
」。

長
年
に
わ
た
る
認
知
度
ア
ッ
プ
の
取

組
み
に
よ
り
、
あ
る
程
度
注
目
が
集
ま
り

は
じ
め
て
い
た
中
で
、「
味
付
け
す
ん
き
」

「
し
ょ
う
ゆ
す
ん
き
」
な
ど
本
来
の
「
す
ん

伝
統
食「
す
ん
き
」の

継
承
・
発
展
の
た
め
、

原
点
に
戻
り
品
質
基
準
を
設
定

毛
賀
澤
明
宏
　
㈱
産
直
新
聞
社
代
表
取
締
役
。
雑
誌
「
産
直
コ
ペ

ル
」、
季
刊
「
産
直
新
聞
」
の
発
行
人
。
全
国
の
直
売
所
・
地
産
地

消
の
地
域
お
こ
し
の
現
場
を
つ
な
ぎ
、
情
報
と
経
験
の
共
有
を
広
げ

る
中
か
ら
、
中
山
間
地
農
業
集
落
の
継
続
可
能
な
あ
り
方
を
探
る
。

「
全
国
縦
断
！
直
売
所
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
信
州
直
売
所
学
校
」

主
宰
。
農
水
省
選
定
「
地
産
地
消
の
仕
事
人
」
等
歴
任
。
著
書
に
「
ど

ー
ん
と
直
売
！
喜
び
を
売
る
農
産
物
直
売
所
」（
川
辺
書
林
）
な
ど
。

すんき

長野県
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き
」
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
な
い
製
品
も
販

売
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
伝
統
食
「
す
ん
き
」
の
原
点

に
戻
っ
て
、本
来
の
形（
原
料
・
生
産
工
程
）

を
維
持
・
継
承
す
る
こ
と
が
、
Ｇ
Ｉ
登
録

の
主
要
な
目
的
と
な
っ
た
。
名
称
だ
け
で

な
く
、
生
産
工
程
管
理
基
準
も
含
め
て
登

録
さ
れ
る
Ｇ
Ｉ
制
度
は
、「
地
域
の
伝
統

食
を
守
る
」
と
い
う
同
協
議
会
の
目
的
に

ピ
ッ
タ
リ
と
合
致
し
た
の
だ
。
掌
握
で
き

る
限
り
す
べ
て
の
18
生
産
団
体
・
個
人
が

協
議
会
に
加
盟
し
、
発
足
後
も
追
加
で
加

入
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
、
地
域
の
思
い

が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
伝
統
的
な
製
造
方
法
に
こ

だ
わ
る
あ
ま
り
、
生
産
工
程
管
理
基
準
を

当
初
、
極
め
て
細
か
く
設
定
し
よ
う
と
し

て
し
ま
い
、
そ
の
後
の
議
論
で
、
実
際
に

実
行
・
点
検
で
き
る
形
へ
の
修
正
を
は

か
っ
た
そ
う
だ
。

4�

新
シ
ー
ズ
ン
に
向
け 

活
気
づ
く
地
元

「
す
ん
き
」
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
晩
秋
か
ら

厳
冬
期
。
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
の
は
本
年
５

月
。
登
録
の
発
表
と
同
時
に
、
注
文
が
殺

到
し
た
が
、
製
品
は
、
ど
の
生
産
団
体
に

も
無
く
、
電
話
口
で
「
10
月
末
ま
で
待
っ

て
」
と
詫
び
る
毎
日
だ
っ
た
そ
う
だ
。

い
よ
い
よ
登
録
後
初
の
シ
ー
ズ
ン
が
近

づ
き
、「
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
の
計
画

が
進
む
な
ど
、
地
元
は
活
気
づ
い
て
い
る
。

「
Ｇ
Ｉ
登
録
で
木
曽
の
伝
統
の
味
が
認
め

ら
れ
と
て
も
う
れ
し
い
。
よ
り
良
質
で
お
い 

し
い
『
す
ん
き
』
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

生
産
工
程
管
理
に
力
を
入
れ
た
い
。
乳
酸

菌
発
酵
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
科
学
的
究
明
を

深
め
、
伝
統
食
の
今
日
的
発
展
に
つ
な
げ

て
行
き
た
い
」。
す
ん
き
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会

の
松
井
淳
一
会
長
は
、
こ
う
話
し
て
い
る
。

1
産
地
の
概
要

「
く
ろ
さ
き
茶
豆
」
は
平
成
29
年
４
月
Ｇ

Ｉ
の
第
29
号
に
登
載
さ
れ
た
、新
潟
県
初
、

枝
豆
初
の
産
品
だ
。

産
地
は
新
潟
市
中
心
部
か
ら
約
10
㎞
の

南
部
に
位
置
し
、
信
濃
川
が
育
ん
だ
肥
沃

な
土
壌
を
活
か
し
て
生
産
が
行
わ
れ
て
い

る
。
生
産
者
は
２
０
０
名
を
超
え
、
７
月

13
日
現
在
17
の
組
織
で
協
議
会
を
設
立
し

て
い
る
。流
通
は
農
協
経
由
が
約
１
／
３
、

そ
の
他
多
様
な
販
売
先
を
持
っ
て
い
る
。

2
特
性
と
課
題

「
く
ろ
さ
き
茶
豆
」
は
、
ほ
う
じ
茶
を
煎

じ
た
よ
う
と
例
え
ら
れ
る“
独
特
の
香
り
”

と
食
べ
飽
き
な
い
“
食
感
の
良
さ
”
が
特

徴
だ
。
種
子
は
明
治
末
期
に
山
形
県
か
ら

個
人
が
導
入
し
て
以
来
、
集
落
か
ら
門
外

不
出
と
し
て
長
年
継
承
さ
れ
、
コ
メ
の
生

産
調
整
（
減
反
）
政
策
が
始
ま
っ
た
昭
和

45
年
以
降
、
旧
黒
埼
町
の
転
作
作
物
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
地
域
で
栽
培
が
広
が
っ

た
。
他
方
、
栽
培
面
で
は
草
丈
が
伸
び
て

倒
伏
し
や
す
く
、
さ
ら
に
「
莢
の
色
が
褪

め
や
す
く
品
質
が
低
下
し
や
す
い
」
と
い

う
市
場
関
係
者
等
か
ら
の
指
摘
も
あ
っ

た
。こ

れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
産

地
で
は
栽
培
指
針
を
定
め
、
元
肥
量
、
追

肥
時
期
、
排
水
対
策
さ
ら
に
土
作
り
と
い

う
管
理
を
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、出
荷
規
格
を
遵
守
し
、

鮮
度
保
持
の
た
め
に
２
時
か
ら
収
穫
を
始

め
朝
８
時
ま
で
に
選
別
・
検
査
を
経
て
Ｊ

Ａ
の
予
冷
施
設
に
入
庫
す
る
と
い
う
ル
ー

ル
を
設
定
し
た
。
こ
の
「
朝
取
り
」
に
つ

い
て
、
あ
る
農
家
は
「
自
分
一
人
で
は
無

理
だ
が
、
地
区
の
農
家
全
員
が
や
っ
て
い

る
か
ら
出
来
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

栽
培
が
難
し
い
品
種
を
産
地
が
結
束
し

て
栽
培
面
、
出
荷
面
で
の
取
組
み
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
５
割
を
占
め

る
ブ
ラ
ン
ド
産
品
が
確
立
さ
れ
た
の
だ
。

枝
豆
ブ
ラ
ン
ド
産
地
で

農
協
が
主
体
と
な
り

丁
寧
に
合
意
形
成

山
岸 

喜
久
男
　
新
潟
県
を
退
職
後
、
平
成
20
年
4

月:

新
潟
県
農
業
会
議
勤
務
、
平
成
23
年
4
月:

新
潟

県
六
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
勤
務
、
平
成
27

年
7
月:

県
内
の
果
樹
栽
培
技
術
等
を
支
援
。
現
在

は
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
関
す
る
支
援
を
行
う
。

くろさき
茶豆
新潟県
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▶事 例

1
産
品
の
概
要

火
山
灰
由
来
の
真
っ
黒
い
腐
植
層
が
厚

く
堆
積
し
た
水
は
け
の
よ
い
土
壌
が
広
が

る
十
勝
平
野
で
１
９
７
０
年
代
か
ら
栽
培

さ
れ
て
い
る
「
十
勝
川
西
長
い
も
」
は
、

長
さ
が
短
い
“
と
っ
く
り
”
型
で
、
肌
、

肉
質
と
も
に
白
く
、
褐
変
し
に
く
く
、
歯

ご
た
え
や
食
感
が
よ
く
、
ト
ロ
ロ
に
し
た

と
き
の
粘
り
が
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

水
は
け
の
良
い
土
壌
と
冷
涼
で
夏
場
の

日
照
時
間
が
長
く
、
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き

い
こ
と
か
ら
急
激
な
成
長
が
抑
制
さ
れ
じ
っ 

く
り
と
時
間
を
か
け
て
大
き
く
な
る
こ
と

で
成
分
含
量
が
凝
縮
す
る
こ
と
で
こ
の
特

徴
は
現
れ
る
。
他
産
地
と
の
品
質
差
別
化

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
も
な
っ
て
い
る
。

十
勝
川
西
長
い
も
の
種
子
（
種
い
も
）

は
、
当
初
か
ら
独
自
に
産
地
の
栽
培
環
境

に
適
し
た
優
良
株
を
選
抜
し
、
育
種
を
繰

り
返
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
６
年
間
か

け
て
種
子
を
増
殖
さ
せ
る
際
に
は
、
ウ
ィ

ル
ス
等
の
罹
患
を
防
ぐ
た
め
隔
離
圃
場
で

厳
格
に
管
理
さ
れ
、
生
産
計
画
に
あ
わ
せ

て
必
要
量
だ
け
生
産
者
に
配
布
さ
れ
て
お

り
、
遺
伝
資
源
を
守
る
仕
組
み
が
構
築
さ

れ
て
い
る
。

2
産
地
化
へ
の
経
緯

１
９
８
０
年
代
に
入
る
と
、「
十
勝
川

西
長
い
も
」
は
当
該
地
域
の
特
産
品
と
し

て
社
会
的
に
も
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
い
わ
ゆ
る
“
ブ
ラ
ン
ド
”
と
し
て

Ｊ
Ａ
や
生
産
者
も
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
需
要
も
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
、

帯
広
市
川
西
地
区
だ
け
で
な
く
、
同
等
の

農
協
を
超
え
た
広
域
連
携
産
地
が

目
指
す
輸
出
ブ
ラ
ン
ド

鈴
木 

善
人
　
技
術
士
（
農
業
部
門
）、
株
式
会
社

リ
ー
プ
ス
代
表
取
締
役
、
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
サ
ポ

ー
ト
代
表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人 T

he E
arth 

C
afé 

代
表
理
事
。

十勝
川西いも
北海道

3
Ｇ
Ｉ
登
録
に
向
け
た
合
意
形
成

Ｇ
Ｉ
法
が
平
成
26
年
６
月
に
施
行
さ
れ

た
３
か
月
後
の
10
月
、
産
地
で
は
早
く
も

申
請
に
向
け
て
第
１
回
準
備
会
を
立
ち
上

げ
た
。
８
月
末
に
地
元
新
聞
が
Ｇ
Ｉ
制
度

を
取
り
上
げ
、「
く
ろ
さ
き
茶
豆
」
が
有

望
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
記
事
に
農
協
経

営
管
理
委
員
が
反
応
し
、
チ
ャ
ン
ス
を
前

向
き
に
捉
え
た
。

準
備
会
で
は
、
申
請
に
必
要
な
明
細
書

作
成
委
員
を
選
任
。
次
い
で
、
全
農
家
に

Ｇ
Ｉ
申
請
の
意
向
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
る
な
ど
積
極
的
な
活
動
が
開
始
さ
れ

た
。
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
は
明
細
書

作
成
委
員
会
を
随
時
開
催
し
て
品
種
の
選

定
、
生
産
地
の
範
囲
、
特
性
の
明
確
化

等
々
、
申
請
に
関
わ
る
諸
課
題
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
た
。

明
細
書
作
成
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
各

地
区
の
農
家
組
合
の
代
表
者
５
人
、
協
議

会
代
表
５
人
、
行
政
等
関
係
機
関
代
表
３

人
の
合
計
13
人
。
産
地
が
広
く
、
協
議
会

を
構
成
す
る
各
組
織
の
思
惑
等
も
絡
ん
で

必
ず
し
も
意
見
が
す
ん
な
り
集
約
さ
れ
る

訳
で
は
な
か
っ
た
。
明
細
書
だ
け
で
７

回
に
及
び
話
し
合
い
を
持
ち
、“
生
産
者

フ
ァ
ー
ス
ト
”
に
徹
し
、
み
ん
な
で
申
請

及
び
登
録
に
向
け
た
意
思
統
一
を
重
要
視

し
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
り
、
平
成
27
年

５
月
に
は
協
議
会
の
臨
時
総
会
を
開
き
、

申
請
に
向
け
た
組
織
承
認
を
得
た
。

こ
の
事
務
局
を
引
き
受
け
た
の
は
、
流

通
の
シ
ェ
ア
が
約
１
／
３
の
Ｊ
Ａ
越
後
中

央
東
部
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
職
員
だ
。
担
当

の
山
賀
氏
は
「
初
め
て
の
取
組
み
で
ど
う

進
め
て
良
い
か
他
の
事
例
も
あ
ま
り
な
い

な
か
で
、
丁
寧
な
方
法
を
取
っ
た
。
合
意

形
成
に
は
至
っ
た
が
、
産
地
の
生
産
者
が

Ｇ
Ｉ
を
本
当
に
実
感
し
た
の
は
登
録
さ
れ

て
行
政
を
表
敬
訪
問
し
、
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
は

な
い
か
。
そ
こ
か
ら
本
気
度
が
違
っ
て
き

た
」
と
語
る
。
今
で
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の

問
合
せ
を
一
手
に
引
き
受
け
、
要
請
に
応

じ
て
様
々
な
団
体
を
取
材
先
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
。
同
時
に
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
収

穫
を
前
に
５
月
に
は
関
係
す
る
流
通
販
売

事
業
者
40
社
余
り
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
制

度
へ
の
理
解
を
訴
え
た
。
嬉
し
い
の
は
、

新
た
に
協
議
会
に
加
わ
り
た
い
と
地
域
の

２
地
区
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
だ
と
い

う
。
７
月
の
出
荷
前
に
は
栽
培
記
録
カ
ー

ド
を
確
認
、
さ
ら
に
出
荷
終
了
後
に
は
生

産
・
販
売
実
績
報
告
書
及
び
地
理
的
表
示

の
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
出
荷
時
期
を
迎
え
忙
し
い
日
々
が

続
く
。
東
京
で
は
新
潟
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
ネ
ス
パ
ス
」
の
ほ
か
、
池
袋

西
武
や
新
宿
の
京
王
百
貨
店
で
も
Ｇ
Ｉ

マ
ー
ク
付
き
の
商
品
が
並
ぶ
予
定
だ
と
い

う
。
協
議
会
で
一
つ
一
つ
確
認
を
と
っ
て

決
め
た
約
束
ご
と
が
実
を
結
ぶ
夏
に
な
り

そ
う
だ
。
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特 

集
　
地
理
的
表
示
保
護
制
度
と
い
う
選
択

土
壌
や
気
象
環
境
を
有
す
る
隣
接
す
る
芽

室
町
、
中
札
内
村
の
生
産
者
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
、
昭
和
60
年
に
は
「
十
勝
川
西

長
い
も
運
営
協
議
会
」
を
設
立
し
た
。

そ
の
後
も
、
増
え
続
け
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
清
水
町
、
新
得
町
、
池
田
町

高
島
、
足
寄
町
、
浦
幌
町
、
鹿
追
町
に
も

産
地
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
Ｊ
Ａ
帯
広
か

わ
に
し
が
中
心
と
な
っ
て
既
に
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
新
た

な
産
地
が
Ｊ
Ａ
と
し
て
協
議
会
に
参
加
し

た
た
め
Ｇ
Ｉ
申
請
時
の
合
意
形
成
も
容
易

で
あ
っ
た
。

3�

輸
出
に
向
け
た 

取
り
組
み
と
課
題

平
成
11
年
に
は
台
湾
へ
の
輸
出
を
開
始

し
て
い
る
。
台
湾
で
は
地
場
産
の
も
の
よ

り
白
く
美
味
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
薬
膳
の
食
材
と
し
て
ア
メ

リ
カ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
に
も
輸
出
す
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
輸
出
額
が
11
億

1
産
地
の
概
要

手
延
べ
素
麺
発
祥
の
地
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
「
三
輪
素
麺
」
は
、
平
成
28
年
３

月
29
日
に
Ｇ
Ｉ
登
録
第
12
号
と
な
っ
た
。

素
麺
は
、
寒
い
時
期
の
製
造
に
適
し
、

農
林
業
従
事
者
の
冬
場
の
仕
事
確
保
に
つ

な
が
っ
た
た
め
、
昭
和
40
年
代
以
降
、
家

内
工
業
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
生

産
地
が
奈
良
県
下
全
域
に
広
が
っ
た
。

奈
良
県
三
輪
素
麺
工
業
協
同
組
合
の
組

合
員
約
80
名
と
、
奈
良
県
三
輪
素
麺
販
売

円
を
超
え
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
に
対
応
し
ブ
ラ
ン
ド
力
を

強
化
す
る
た
め
に
、
集
出
荷
貯
蔵
施
設
で

は
通
年
出
荷
と
あ
わ
せ
H
A
C
C
P
や

S
Q
F
認
証
の
取
得
に
よ
り
品
質
管
理
を

徹
底
し
て
い
る
。

輸
出
量
を
拡
大
す
る
な
か
、
平
成
24
年

ご
ろ
に
は
、
台
湾
で
「
十
勝
川
西
長
い
も
」

を
模
倣
す
る
商
品
が
流
通
し
て
い
る
も
の

も
み
ら
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
の
保
護
が
必
要
と

な
っ
た
。
平
成
18
年
に
は
北
海
道
で
最
初

に
地
域
団
体
商
標
を
取
得
し
、
そ
の
後
海

外
で
も
商
標
登
録
を
進
め
て
い
た
が
、
今

回
、
よ
り
効
果
が
期
待
さ
れ
る
地
理
的
表

示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
が
新
た
に
設
け
ら

れ
た
の
で
申
請
を
行
い
、
平
成
28
年
10
月

に
夕
張
メ
ロ
ン
に
つ
づ
く
北
海
道
で
２
番

目
の
登
録
産
品
と
な
っ
た
。

4
Ｇ
Ｉ
制
度
へ
の
期
待

平
成
28
年
産
の
十
勝
川
西
長
い
も
か
ら

Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
出
荷
を
始
め
た
が
、

昨
年
秋
に
十
勝
地
方
を
襲
っ
た
大
雨

被
害
の
影
響
か
ら
不
作
と
な
り
、
市

場
相
場
も
高
く
推
移
し
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
は
Ｇ
Ｉ
取
得
に
よ
る
国
内

で
の
経
済
効
果
を
定
量
的
評
価
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
海
外
市
場
で
は
、

ま
だ
Ｇ
Ｉ
制
度
が
周
知
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
今
後
、
取
引
先
や
小
売
店

で
も
Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て
説
明
し
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
模
倣
品
か

ら
守
り
、
販
売
促
進
に
資
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
に
発
展
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

H
A
C
C
P
や
S
Q
F
認
証
と
同

様
に
、
Ｇ
Ｉ
取
得
に
よ
っ
て
十
勝
川

西
長
い
も
の
定
義
を
明
確
化
し
、
そ

の
生
産
工
程
管
理
も
厳
格
に
管
理
さ

れ
た
こ
と
で
国
内
外
の
取
引
先
等
か

ら
の
信
用
も
高
揚
す
る
と
同
時
に
、
生
産

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
向
上
し
て
お
り

産
地
力
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
。

今
後
、日
本
の
Ｇ
Ｉ
登
録
が
多
く
の
国
々

に
お
い
て
普
及
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た

な
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
進
出
が

期
待
さ
れ
る
注
目
の
産
品
で
あ
る
。

伝
統
食
品
が
互
い
の
製
造
工
程
を

開
示
し
て
品
質
基
準
を
作
成

吉
住 

裕
子
　
㈲
未
来
教
育
設
計
代
表
取
締

役
。
平
成
11
年
中
小
企
業
診
断
士
と
し
て
独

立
開
業
。
新
規
事
業
起
ち
上
げ
や
そ
の
た
め

の
人
財
づ
く
り
の
側
面
か
ら
、
地
域
の
変
わ

り
た
い
・
変
わ
る
、
を
鋭
意
支
援
中
。

http://w
w
w
.m
iraikyoiku-ss.jp

三輪素麺

奈良県
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▶事 例

協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
卸
売
り
や
一
部

生
産
を
担
う
９
社
が
、共
同
で
Ｇ
Ｉ
申
請
・

登
録
を
行
っ
た
。

2�「
三
輪
素
麺
」
の
特
性
と 

Ｇ
Ｉ
登
録
を
目
指
し
た
理
由

「
三
輪
素
麺
」
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
高
い

小
麦
粉
を
使
用
し
て
生
産
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
麺
に
し
っ
か
り
と
し
た
コ
シ
の

強
さ
が
出
て
、
伸
縮
性
に
優
れ
、
非
常
に

細
い
製
麺
が
可
能
と
な
る
。
茹
で
の
び
も

し
に
く
い
。
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
生
産
方
法

に
よ
れ
ば
、
原
料
を
練
り
合
わ
せ
、
麺
帯

に
し
た
後
、
撚
り
を
か
け
、
細
く
延
ば
し
、

熟
成
さ
せ
、
引
き
延
ば
し
、
分
け
て
ま
た

引
き
延
ば
し
…
…
と
い
っ
た
手
間
を
か
け

た
伝
統
製
法
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
加
工
特
性
や
製
造
方
法
だ
け
で
な

く
、
古
く
か
ら
の
歴
史
的
経
緯
を
持
つ
こ

と
も
「
三
輪
素
麺
」
の
特
徴
だ
。
そ
の
名

前
の
と
お
り
、
三
輪
の
大お
お

神み
わ

神
社
と
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
、
生
産
の
始
ま
り
は
約

１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代
に
遡
る
。
毎

年
２
月
５
日
に
、
全
国
の
手
延
べ
素
麺
産

地
の
関
係
者
が
集
い
、
大
神
神
社
で
相
場

を
占
う
卜ぼ
く

定じ
ょ
う

祭さ
い

や
、
１
年
の
活
動
の
締
め

く
く
り
と
し
て
夏
の
お
わ
り
に
行
う
そ
う

め
ん
感
謝
祭
は
、
現
代
に
お
い
て
も
続
け

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
伝
統
性
と
い
う
価
値
を
持

つ
産
品
で
は
あ
る
が
、
産
地
で
は
、
全
国

的
な
知
名
度
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
の
一
手
段
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
登
録
を

目
指
し
た
そ
う
で
あ
る
。

3
Ｇ
Ｉ
登
録
に
向
け
た
合
意
形
成

産
地
で
は
「
三
輪
素
麺
」
の
品
質
の
さ

ら
な
る
向
上
の
た
め
に
、
基
準
づ
く
り
を

重
視
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
自
社
の
製

造
工
程
を
他
社
に
明
か
す
こ
と
は
考
え
に

く
い
が
、
奈
良
県
三
輪
素
麺
販
売
協
議
会

の
構
成
員
で
あ
る
９
社
が
、
互
い
の
工
場

を
見
学
し
合
っ
て
、
設
備
や
デ
ー
タ
の
公

開
を
し
、
品
質
基
準
づ
く
り
と
合
意
形
成

に
努
め
た
そ
う
で
あ
る
。
地
域
一
体
と

な
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
維
持
・
向
上

を
図
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
動
き
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

4�

Ｇ
Ｉ
へ
の
取
組
み
が
地
域
と
の 

つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
る

Ｇ
Ｉ
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
で
話

し
合
っ
て
決
め
た
産
品
の
品
質
基
準
等
を

記
載
し
た
申
請
書
類
作
成
が
必
要
に
な

る
。
申
請
者
と
な
る
生
産
・
加
工
業
者
の

団
体
の
み
で
は
、
合
意
形
成
や
書
類
作
成

が
進
み
に
く
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
、
県

や
市
町
村
が
支
援
に
入
る
産
官
連
携
が
見

ら
れ
る
。「
三
輪
素
麺
」
に
お
い
て
は
、

そ
こ
に
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
南
都
銀
行

も
サ
ポ
ー
ト
に
加
わ
っ
て
、
産
業
と
行
政

機
関
と
金
融
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
む

産
・
官
・
金
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。

ま
た
、
桜
井
市
は
、「
三
輪
素
麺
」
を

優
れ
た
地
域
資
源
と
し
て
、
大
和
さ
く
ら

い
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
三
輪
素
麺
を
食
べ

る
習
慣
を
広
め
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
の

促
進
と
桜
井
市
の
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
、
条
例
ま
で
制
定
し
た
。

「
桜
井
市
三
輪
素
麺
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
条
例
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
本
年

７
月
７
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。

条
例
文
中
に
、
平
安
時
代
以
降
に
宮
中

や
貴
族
の
間
で
、
七
夕

に
素
麺
を
食
す
る
風
習

が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
施

行
日
に
も
思
い
入
れ
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の

よ
う
な
思
い
や
心
意
気

が
つ
ま
っ
た
条
例
が
、

伝
統
あ
る
食
品
産
業
を

ど
の
よ
う
に
後
押
し
し

て
い
く
の
か
、
今
後
を

見
守
り
た
い
。

5�

末
筆
な
が
ら 

大
事
な
こ
と

仕
事
柄
、
Ｇ
Ｉ
制
度

や
登
録
産
品
の
こ
と
を

知
人
・
友
人
に
話
す
こ

と
が
あ
る
が
、
真
っ
先

に
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
は
、

制
度
内
容
の
こ
と
で
は

な
く
、「
と
こ
ろ
で
、
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
が
つ

い
た
産
品
っ
て
ど
こ
で
買
え
る
の
？
」
で

あ
る
。
一
般
消
費
者
に
と
っ
て
は
最
も
重

要
な
情
報
だ
ろ
う
。「
三
輪
素
麺
」
は
夏

季
に
な
る
と
有
名
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
等

で
販
売
さ
れ
る
が
、
奈
良
県
三
輪
素
麺
工

業
協
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
買

い
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
輪
素
麺
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
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